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寺

三
月
十
六
日
十
八
時
よ
り
雲
林
寺
総

代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
録
は
以
下
の
通
り
に
な
り
ま
し

た
。

一
、
新
任
総
代
二
名
に
つ
い
て

四
月
三
日
の
総
代
世
話
人
会
に
て
決

定
す
る
。

一
、
会
計
交
代
に
つ
い
て

四
月
よ
り
宮
崎
昭
央
さ
ん
よ
り
長
谷

川
誠
さ
ん
、
山
口
次
夫
さ
ん
が
後
任
と

な
り
、
引
き
継
ぐ
。
い
ず
れ
は
護
持
会

会
計
報
告
を
寺
報
に
て
檀
信
徒
の
皆
様

に
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

一
、
秋
の
参
拝
親
睦
旅
行
に
つ
い
て

四
月
三
日
の
総
代
世
話
人
会
に
て
場

所
等
内
容
を
つ
め
て
い
く
。

一
、
橋
場
新
墓
地
の
規
約
に
つ
い
て

四
月
三
日
の
総
代
世
話
人
会
に
て
規

約
内
容
を
つ
め
て
い
く
。

１月２日 新年祈祷会

4月3日 大般若 転読

春
の
彼
岸
、
秋
の
彼
岸

仏
道
実
践
の
日

「
お
彼
岸
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
あ
た
た
か
い

ひ
び
き
が
あ
り
ま
す
。
春
秋
の
年
二
回
、
こ
の

季
節
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
人
は
お
墓
参
り
を

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
お
彼
岸
と
は
「
お
墓
参

り
を
す
る
こ
と
」
と
思
い
込
ん
で
い
る
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
春
彼
岸
の
頃
は
寒
さ
も
ゆ
る
み
、
若

葉
が
芽
吹
き
新
緑
と
花
の
季
節
は
目
前
で
す
。

秋
の
彼
岸
の
頃
に
な
る
と
、
夏
の
暑
さ
も
峠

を
越
し
、
紅
葉
と
実
り
の
秋
の
訪
れ
が
待
っ

て
い
ま
す
。
お
彼
岸
と
い
う
、
言
葉
の
持
つ
あ

た
た
か
さ
は
そ
の
よ
う
な
季
節
感
か
ら
く
る

も
の
と
い
え
ま
す
。

実
際
、
こ
の
時
期
は
お
墓
参
り
に
最
も
適

し
て
い
る
気
候
と
い
え
ま
す
。
現
在
日
本
で

定
め
ら
れ
て
い
る
国
民
の
祝
日
が
何
日
か
あ

り
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
祝
日
は
仏
教
と
は

関
係
の
な
い
日
で
す
。
そ
の
中
で
、
春
と
秋
の

「
彼
岸
の
中
日
」
す
な
わ
ち
「
春
分
の
日
」
と

「
秋
分
の
日
」
の
み
が
仏
教
的
風
習
か
ら
残
さ

れ
た
も
の
で
す
。
仏
教
行
事
に
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
特
筆
す
べ
き
は
、
お
彼
岸

と
い
う
仏
教
行
事
が
日
本
独
自
な
も
の
と
い

う
こ
と
で
す
。
彼
岸
の
法
要
は
「
彼
岸
の
始
め

に
て
い
と
よ
き
日
な
り
け
り
」

と
源
氏
物

語
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に
平
安
時
代
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

民
衆
の
間
に
広
ま
っ
た
の
は
、
祖
霊
信
仰
と

結
び
つ
い
た
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
さ

れ
て
い
ま
す
。雲

林
寺
住
職

轟

紀
久

（
出
席
者
）
萩
原
昭
朗
さ
ん
、
長
谷
川

誠
さ
ん
、
桜
井
芳
樹
さ
ん
、
宮
崎
昭
央

さ
ん
、
野
口
敏
幸
さ
ん
、
田
村
守
さ
ん
、

山
口
次
夫
さ
ん
、
住
職
、
副
住
職
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録
記
載
）
お
子
様
を

中
心
と
し
皆
様
福
豆

を
得
よ
う
と
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

三
月
五
日
は
群
馬

県
第
六
教
区
護
持
会

が
伊
香
保
温
泉
福
一

で
開
催
さ
れ
、
雲
林

寺
よ
り
五
名
の
総

代
・
世
話
人
さ
ん
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

（
内
容
は
下
記
）

議
題
の
中
で
毎
年

秋
に
企
画
さ
れ
る
第

六
教
区
主
催
の
団
体

参
拝
旅
行
は
来
年
に

延
期
さ
れ
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

当
山
雲
林
寺
で
は

単
独
で
の
参
拝
親
睦

旅
行
を
秋
頃
に
検
討

し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
全
く
の
未

定
で
す
が
、
決
ま
り

次
第
世
話
人
さ
ん
を

通
し
て
皆
様
へ
ご
連

絡
致
し
ま
す
。

檀
信
徒
様
の
親
睦

を
深
め
る
為
に
も
是

非
皆
様
ご
参
加
下
さ

一
月
か
ら
三
月
の
行
事
報
告

長谷川 誠さん

１２月３１日～1日 除夜の鐘

1月2日 新年会

昨
年
十
二
月
三
十

一
日
午
後
十
一
時
四

五
分
よ
り
雲
林
寺
鐘

楼
堂
に
て
除
夜
の
鐘

を
撞
き
ま
し
た
。
一

〇
八
回
、
参
拝
に
来

ら
れ
た
方
に
代
わ
る

代
わ
る
鐘
を
撞
い
て

頂
き
、
新
年
を
迎
え

ま
し
た
。

一
月
二
日
、
雲
林

寺
総
代
・
世
話
人
に

よ
る
新
年
祈
祷
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
祈

祷
後
新
年
会
と
な
り
、

年
間
行
事
等
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
三
日
は
節
分

会
で
し
た
。
二
月
一

日
に
長
野
原
在
住
の

世
話
人
さ
ん
に
よ
り

く
じ
引
き
作
り
、
景

品
の
管
理
等
準
備
を

し
て
頂
き
、
当
日
は

全
地
区
世
話
人
さ
ん

に
会
の
進
行
を
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
。

2月３日 節分会 ３月５日群馬県第六教区護持会節分会景品交換

曹
洞
宗
群
馬
県
第
六
教
区
護
持
会
総
会
に
参
加
し
て

長
谷
川

誠

平
成
二
二
年
三
月
五
日
、
伊
香
保
温
泉
福
一
に
於
い
て
、
雲
林
寺
檀
家
五

名
を
含
む
約
四
〇
名
が
出
席
し
、
午
後
二
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
教
区

長
（
常
林
寺
高
橋
住
職
）
並
び
に
教
区
護
持
会
長
（
蟻
川
林
昌
寺
護
持
会
長
）

か
ら
事
業
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
永
林
寺
植
木
賢
吾
住
職
か
ら
会
計
報
告
が

あ
り
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
新
年
度
の
参
拝
旅
行
に
つ
い
て
は
執

行
部
に
一
任
す
る
こ
と
で
議
事
は
終
了
し
ま
し
た
。

暫
時
休
憩
の
後
、
松
島
榮
治
先
生
に
よ
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。
議
題

「
い
の
ち
」
と
家
族
に
つ
い
て
考
え
る
～
噴
火
で
埋
ま
っ
た
鎌
原
村
に
お
い

て
～

当
雲
林
寺
に
於
い
て
は
平
成
十
六
年
一
一
月
一
三
日
に
浅
間
山
焼
け

に
よ
る
犠
牲
者
供
養
碑
が
建
設
さ
れ
、
除
幕
式
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年

以
降
は
八
月
五
日
に
供
養
祭
が
開
催
さ
れ
、
二
一
年
に
は
松
島
先
生
を
お
招

き
し
、
同
様
の
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
先
生
は
自
ら
発
掘
し
た
観
音
堂

石
段
で
見
つ
か
っ
た
お
婆
さ
ん
と
中
年
女
性
の
遺
体
が
物
語
っ
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
要
約
し
ま
す
と

①
中
年
女
性
は
お
婆
さ
ん
を
背
負
い
、
石
段
を
登
っ
て
い
る
途
中
で
土
砂

に
埋
ま
っ
た
。
も
し
背
負
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
助
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

②
弱
い
立
場
に
あ
る
人
を
見
捨
て
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

③
他
人
の
「
い
の
ち
」
も
自
分
と
同
様
に
大
切
に
し
た
。

又
、
当
時
の
鎌
原
村
は
一
〇
〇
戸
前
後
、
人
口
五
七
〇
人
だ
っ
た
が
生
き

残
っ
た
の
は
九
三
人
だ
っ
た
。
生
活
の
た
め
に
新
た
な
家
族
を
構
成
し
、
親

を
失
っ
た
子
供
は
老
人
所
帯
も
引
受
け
た
。
以
上
、
文
字
通
り
「
い
の
ち
」
と

「
家
族
」
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
で
し
た
。

私
達
は
幸
い
に
し
て
今
日
ま
で
天
災
・
事
故
等
に
遭
遇
し
な
か
っ
た
だ
け

で
、
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
常
に
死
と
背
中
合
わ
せ
に
い
る
こ
と
で

も
あ
り
ま
す
。
今
、
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
た
い
も
の
で
す
。

最
後
に
、
総
会
資
料
の
中
に
、
私
の
琴
線
に
触
れ
る
言
葉
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
紹
介
さ
せ
て
頂
き
、
報
告
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
失
敗
が
人
生
を
駄
目
に
す
る
の
で
は
な
く
、
失

敗
に
こ
だ
わ
る
心
が
人
間
を
駄
目
に
す
る
」

青
山
俊
薫
（
し
ゅ
ん
と
う
）
無
量
寺
東
堂
著

お
釈
迦
様
の
教
え
「
人
生
を
開
く
」
よ
り

※
教
区
…
布
教
や
法
要
の
協
力
、
檀
信
徒
の
指

導
・
監
督
の
た
め
に
設
け
た
区
域
の
こ
と
。

※
東
堂
…
前
住
職
の
こ
と
。
中
国
で
は
古
代
か
ら

東
を
上
位
と
考
え
、
皇
帝
が
前
皇
帝
に
敬
意
を

表
す
意
味
か
ら
前
皇
帝
の
寝
室
は
東
側
に
つ
く

ら
れ
、
東
堂
と
呼
ば
れ
た
。
の
ち
に
寺
院
で
も
同

様
に
前
住
職
を
東
堂
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
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お
釈
迦
さ
ま
の
誕
生
を
慶

び
、
天
に
九
匹
の
龍
が
現
れ

て
、
甘
露
の
雨
を
降
り
注
い

だ
、
と
い
う
様
子
を
模
し
て

甘
茶
を
か
け
る
様
に
な
り

菓
子
一
〇
個

轟

捷

夫菓
子
類
一
〇
〇
個石

の
ハ
ヤ

シお
楽
し
み
袋
二
〇
個

奈
良

屋菓
子
多
種

草
津
ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

ス
ポ
ー
ツ
用
品
一
〇
個

ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
市
川

ラ
ー
メ
ン
一
箱

野
口
商

店み
か
ん
一
箱

宮
崎
商

店マ
ス
ク
三
品

宮
前
薬

局酒
五
品

山
屋
商

店資
生
堂
ギ
フ
ト
三
個髪

か
ざ

りお
楽
し
み
袋
一
○
点

か
く
だ
い
小
林
商

店タ
オ
ル
一
○
本

村
上

① 野口 良平さん

② 川原畑
③ 囲碁と読書。夏目漱石等愛読し
ている。
④ ２４歳から勤めた警察官を定年
退職したこと。夜中に緊急の出勤等
あったため、退職してホッとしてい
る。

Ｑ

雲
林
寺
の
お
盆
行
事
、
大
施

食
会
（
せ
じ
き
え
）
の
棚
の
上
に
な
す

と
き
ゅ
う
り
が
動
物
の
様
な
姿
で
置

い
て
あ
り
ま
し
た
。
ど
ん
な
意
味
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

オ
ガ
ラ
を
さ
し
て
作
っ
た

牛
〈
ナ
ス
〉
と
馬
〈
キ
ュ
ウ
リ
〉
に
な
り

ま
す
。
先
祖
の
霊
が
、
牛
や
馬
の
背
に

乗
っ
て
き
て
、
ま
た
帰
っ
て
い
く
と

い
う
言
い
伝
え
に
よ
り
ま
す
。
お
盆

の
準
備
は
、
お
墓
の
掃
除
と
仏
壇
の

外
に
精
霊
棚
を
つ
く
る
こ
と
の
二
つ

が
あ
り
ま
す
。
牛
〈
ナ
ス
〉
と
馬
〈
キ
ュ

ウ
リ
〉
は
こ
の
精
霊
棚
に
供
え
ま
す
。

最
近
で
は
、
簡
略
化
さ
れ
て
精
霊
棚

を
設
け
ず
に
、
仏
壇
を
き
れ
い
に
掃

除
し
て
お
飾
り
を
す
る
と
い
う
の
が

多
い
よ
う
で
す
。
精
霊
棚
は
、
小
机
な

ど
に
白
い
布
〈
正
式
に
は
真
菰
莚
（
ま

こ
も
む
し
ろ
）〉
を
か
け
、
中
央
に
先

世話人さん紹介
今回も世話人さんをランダムでご紹介させて頂きます。

①名前②担当地区③趣味④人生で一番嬉しかった事

① 豊田 清さん

② 川原湯
③ ２０歳で親を亡くし、結婚後も
子供が多かった為、仕事一筋で趣味
を持つ時間がなかった。仕事（建築
業）が趣味の様なもの。
④ ２２歳の時、一番最初に長男が
誕生したこと。

4
月
８
日
は
降
誕
会
（
ご
う
た
ん
え
）
と
い
っ
て
、

お
釈
迦
さ
ま
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
日
で
す
。
「
花
祭

り
」
と
い
う
名
で
も
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
お
釈
迦

さ
ま
の
誕
生
日
を
お
祝
い
す
る
た
め
に
、
花
御
堂
を

飾
り
、
甘
茶
を
容
れ
た
甘
露
盤
の
中
に
「
誕
生
仏
（
た

ん
じ
ょ
う
ぶ
つ
）」
を
安
置
し
、
小
さ
な
柄
杓
を
備
え
、

お
像
の
頭
上
よ
り
甘
茶
を
か
け
て
お
祝
い
し
ま
す
。

雲
林
寺
で
は
よ
り
多
く
の
皆
様
に
お
釈
迦
様
に
親

し
ん
で
も
ら
い
た
く
、
4
月
５
日
よ
り
４
日
間
、
本
堂

内
に
誕
生
仏
を
設
置
し
、
甘
茶
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
お
子
様
に
は
お
菓
子
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
皆
様
お
祝
い
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

お釈迦様の像に甘茶を
注ぎお釈迦様の誕生日
をお祝い致しましょう。

仏
事
の
Ｑ
＆
Ａ

祖
の
位
牌
と
仏
壇
を
並
べ
ま

す
。
さ
ら
に
ダ
ン
ゴ
を
供
え
、

精
進
料
理
や
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ミ

ナ
エ
ハ
シ
、
ハ
ギ
、
山
ユ
リ
、
蓮

の
花
な
ど
の
盆
花
で
飾
り
ま

す
。

二
月
三
日
節
分
会
で

は多
く
の
方
に
御
寄
附
御

協
力
頂
き
ま
し
て
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
陰
様
で
今
年
も
盛
大

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

金
壱
萬
圓

萩
原
昭
朗

犬
塚
守
人

金
伍
阡
圓

山
口
次
夫

桜
井
輝
久

吉
澤
良
夫

黒
岩
保
男

割
田
三
男

浅
白
観
光

群
北
車
両

金
三
阡
圓

宮
崎
保
近

山
口
幸
一

山
口
守
利

柴
崎
高
治

素
都
廊

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト

パ
ー
ラ
ー
エ
ン
ゼ
ル

坂
井
工
業

㈲
酒
井
鉄
工
所

金
二
阡
圓

竹
内
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

金
一
阡
圓

高
橋
昇

グ
リ
ー
ン
食
堂

ひ
ろ
み
美
容
室

酒
二
升

萩
原
昭
朗

竹
カ
ゴ

土
田
稲
栄

酒
二
○
本

浅
間
酒
造
㈱

酒
粕
五
○
袋

浅
間
観
光
セ
ン
タ
ー

缶
コ
ー
ヒ
ー

丸
山
商
店

キ
ャ
ン
プ
セ
ッ
ト
九
個

松
屋
金
物
店

文
具
セ
ッ
ト
一
〇
個

油
屋
書
店

電
子
体
温
計
一
〇
台

一
一
時
よ
り
法
要

が
行
わ
れ
ま
す
。
年

回
に
あ
た
る
ご
家
庭

に
は
、
事
前
に
法
要

の
ご
案
内
を
郵
送
に

て
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

是
非
お
越
し
下
さ
い
。
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三
月
十
六
日
十
八
時
よ
り
雲
林
寺
総

一
月
も
中
旬
に
な
る
と
忙
し
さ
も
一
段

落
し
た
と
こ
ろ
で
梅
花
講
で
は
新
年
会
と

共
に
雲
林
寺
の
境
内
に
あ
る
観
音
堂
（
馬

頭
観
音
）
を
お
参
り
致
し
ま
す
。

三
原
三
十
四
番
礼
所
第
一
番
観
音
の
御

詠
歌
を
皆
様
と
共
に
お
唱
え
し
今
年
一
年

の
無
事
を
祈
り
ま
す
。
昭
和
の
中
頃
ま
で

は
馬
を
扱
っ
て
お
ら
れ
る
人
が
大
勢
お
参

り
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
今
で
も
根
強

い
信
仰
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

梅
花
流
た
よ
り

１月１８日 初観音様

講員

募集中

雲
林
寺
で
は
毎
月
２
回
２
時
間
程
度
ご
詠
歌
（
梅
花
流
）
の
会

が
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

ご
詠
歌
は
、
ご
供
養
の
気
持

ち
を
心
温
ま
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ
て
歌
い
ま
す
。
初
め
て
の
方

で
も
是
非
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

春
彼
岸
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
春
本

番
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

冬
の
寒
さ
や
つ
ら
さ
に
じ
っ
と
耐
え

て
、
蓄
え
ら
れ
た
「
い
の
ち
」
「
ち
か

ら
」
が
色
と
り
ど
り
の
花
や
緑
の
木
々

と
な
っ
て
芽
吹
く
こ
の
季
節
に
自
然
の

素
晴
ら
し
さ
を
毎
年
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
人
類
（
衆
生
）
は
宇
宙
自
然

（
法
界
）
の
力
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

宇
宙
自
然
の
力
と
は
地
球
に
あ
っ
て

は
空
気
や
太
陽
の
光
、
熱
な
ど
で
、
そ

れ
に
よ
っ
て
衆
生
と
法
界
の
関
係
を
知

り
｢
私
｣

と
衆
生
、
「
私
」
と
法
界
の
関

係
を
知
る
こ
と
が
「
如
実
知
自
心
」
で

す
。小

さ
な
我
を
衆
生
へ
、
法
界
へ
と
放

ち
開
く
と
き
、
宇
宙
と
一
枚
に
な
っ
た

「
大
我
」
が
活
動
し
は
じ
め
ま
す
。

「
大
我
」
に
つ
ら
ぬ
か
れ
た
る
い
の
ち

を
、
今
こ
こ
に
生
か
さ
れ
て
い
る
己
の

心
を
通
し
て
知
る
こ
と
、
そ
れ
が
如
実

知
自
心
で
す
。

副
住
職

轟

省
吾

編
集
後
記

昨
年
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

群
馬
県
曹
洞
宗
青
年
会
主
催
に
よ
る
第
八
回
こ

ど
も
禅
の
集
い
が
七
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
一

泊
二
日
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
、
轟
省
吾
副
住
職
が
実
行
委
員
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
。

こ
の
坐
禅
会
の
基
本
運
営
方
針
は
こ
ど
も
た
ち
が

坐
禅
会
を
通
じ
て
宗
門
に
親
し
む
と
と
も
に
、
日
常

生
活
の
中
で
礼
儀
や
作
法
を
学
ん
で
も
ら
い
、
今
後

の
生
活
に
役
に
立
つ
経
験
を
し
て
頂
く
事
で
す
。

今
年
は
会
場
に
雲
林
寺
と
親
戚
関
係
に
あ
る
泰
寧

寺
（
利
根
郡
み
な
か
み
町
須
川
九
八
）
を
お
借
り
す

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

是
非
お
子
様
、
お
孫
様
に
楽
し
く
、
た
め
に
な
る

良
い
経
験
が
で
き
る
よ
う
、
奮
っ
て
の
ご
参
加
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
参
加
御
希
望
の
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
お
申
込

み
下
さ
い
。

対
象
・
小
学
校
３
～
６
年
生

参
加
費
・
４
千
円

（
１
泊
４
食
付
き
）

曹
洞
宗
の
ラ
ジ
オ
番
組

文
化
放
送
に
て
毎
週
日
曜
日
朝
の

五
時
二
十
五
分
よ
り
「
禅
の
こ
こ

ろ
」
と
い
う
曹
洞
宗
の
番
組
が
放

送
さ
れ
て
い
ま
す
。
法
話
等
が
聞

け
ま
す
。
是
非
御
聞
き
下
さ
い
。

２月９日 一泊研修会

第
十
六
回
梅
花
講
員
一
泊
研
修
会

に
参
加
し
て

依
田
た
つ
子

毎
年
伊
香
保
の
「
ホ
テ
ル
天
坊
」
で
行
わ

れ
る
梅
花
流
講
員
の
研
修
会
が
今
年
は
二
月

九
日
～
十
日
の
一
泊
二
日
で
二
五
九
名
の
参

加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
日
目
の
午
前
の
部
は
全
体
研
修
で
仁
科

講
師
の
ご
指
導
の
も
と
「
三
宝
賛
歌
」
を
二

部
に
分
か
れ
て
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
も
良
く
気
持

ち
良
く
歌
い
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
各
班
に
分
か
れ
て
、
一
時
～
五
時
半
ま
で
各
自
の
課

題
曲
を
中
心
に
、
本
気
に
な
っ
て
各
講
師
の
先
生
方
か
ら
ご
指
導
を

頂
き
ま
し
た
。
雲
林
寺
の
省
吾
講
師
に
も
教
え
て
頂
く
機
会
に
恵
ま

れ
難
し
い
「
所
作
」
等
丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
ご
指
導
し
て
頂
き
、

感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

二
日
目
は
、
午
前
八
時
四
〇
分
～
十
時
ま
で
各
班
の
研
修
、
そ
の

後
全
体
研
修
と
な
り
、
土
屋
講
師
の
ご
指
導
で
「
報
謝
」
を
唱
え
、

十
一
時
半
で
終
了
し
ま
し
た
。

他
地
区
の
講
員
さ
ん
達
と
一
緒
に
研
修
す
る
事
は
と
て
も
た
め
に

な
り
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

有
意
義
な
二
日
間
で
し
た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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